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博士前期課程　情報科学専攻　２回生

山口　幸

　2007年3月14日から17日にかけて、静岡大学で開催された第２回「力学系理論と生物学・環境科学への応用」国際シンポジウムに参加しました。このシンポジウムでは、国内外の２０名もの著名な研究者が招待講演をおこなったので、力学系理論や数理生物学の最先端の話を聞くことができました。普段は生物の生活史モデルについて研究しているので、伝染病のモデルや利他行動（他人の利益になるような行動）の進化モデルなど、私にあまり馴染みのない研究発表を聞く良い機会を得ました。

　私は ”Mating group size and optimal sexual pattern in simultaneous hermaphroditic animals” （同時的雌雄同体生物の繁殖グループサイズと最適な性表現に関する数理モデル）というタイトルで、ポスター発表をおこないました。フジツボなどの固着性の海洋生物が、自分の資源を成長と繁殖にどれだけ分配すると、一生の間に残せる子どもの数を最大にすることができるのかを、理論的に研究しています。今回の発表では、繁殖相手の数や環境条件によって、固着性海洋生物の資源分配にバリエーションがあることを説明しました。残念ながら、外国の研究者に直接説明する機会を得ることはできなかったのですが、異なる研究分野の日本人研究者が多数、発表を聞きに来てくださり、数学的手法のアドバイスや批判、生物学的な示唆をいただきました。また、今回の発表で、ポスター賞をいただきました。

　この国際シンポジウムは日本で開催されたこともあって、参加者の半数は日本人でした。しかし、当然ながら発表はすべて英語だったので、英語で自分の伝えたいことを、誤解が極力少なくなるようにして相手に伝えるということの難しさを改めて感じました。また、英語をもっと勉強しなければと思いました。このシンポジウムには、数理生物学の専門家だけでなく、室内実験や野外で研究している研究者も多く参加していました。普段あまり会う機会がない方々（実験を主にされている研究者など）と話すことができ、自分の研究をさまざまな角度から見つめ直す機会を得ることができました。今回、国際シンポジウムへの参加の支援をしてくださったイニシアティブに感謝しています。
